
建
物
群
に
よ
る
高
台
ま
ち
づ
く
り
へ

首
都
・
東
京
に
モ
デ
ル
地
区

避
難
に
有
効
な
設
備
は
助
言
を

国
交
省

検
討
会

高
齢
者
福
祉
施
設
の
豪
雨
対
策

国
土
交
通
省
は
十
二
月
十
五
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
砂
防
会
館
別
館
で
第
四
回
「
災
害
に
強
い
首
都
『
東

京
』
の
形
成
に
向
け
た
連
絡
会
議
」
（
座
長
・
山
田
邦
博
同
省
技
監
）
を
開
き
、
災
害
対
策
の
新
ビ
ジ
ョ
ン
を
赤

羽
一
嘉
国
交
相
と
小
池
百
合
子
東
京
都
知
事
に
提
出
し
た
。
水
害
対
策
で
は
雨
水
・
貯
留
浸
透
施
設
な
ど
治
水
施

設
の
整
備
を
加
速
す
る
。
ま
た
モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し
、
建
物
群
に
よ
る
高
台
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
避
難
ス
ペ
ー

ス
の
あ
る
建
築
物
と
高
い
位
置
に
あ
る
道
路
・
通
路
を
線
的
・
面
的
に
つ
な
い
で
い
く
。

首
都
・
東
京
は
都
市
機
能

が
高
度
に
集
積
す
る
一
方
で

海
面
水
位
よ
り
低
い
地
域
に

密
集
市
街
地
が
広
が
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
大
規
模
災
害

が
発
生
す
る
と
国
や
世
界
全

体
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
る
。

同
連
絡
会
議
は
壊
滅
的
な

被
害
の
発
生
を
回
避
す
る
た

め
に
設
置
。
国
交
省
と
東
京

都
が
連
携
し
、
防
災
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

当
日
の
連
絡
会
議
で
は
山

田
座
長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に

立
ち
「
二
十
三
区
長
を
は
じ

め
幅
広
く
意
見
を
聴
い
て
き

た
。
本
日
は
こ
れ
を
踏
ま
え

て
ビ
ジ
ョ
ン
案
を
用
意
し

た
」
と
述
べ
、
速
や
か
な
決

定
へ
協
力
を
求
め
た
。

新
ビ
ジ
ョ
ン
は
①
首
都

「
東
京
」
の
災
害
リ
ス
ク
②

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
課

題
③
災
害
に
強
い
首
都
「
東

京
」
の
形
成
に
向
け
た
基
本

的
な
考
え
方
④
災
害
に
強
い

首
都
「
東
京
」
を
形
成
す
る

具
体
的
な
取
り
組
み
―
―
な

ど
で
構
成
。
水
害
対
策
で
は

建
築
物
の
上
階
層
で
の
避
難

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
公
園
の

高
台
化
、
高
規
格
堤
防
の
整

備
な
ど
で
命
の
安
全
・
最
低

限
の
避
難
生
活
水
準
を
確
保

す
る
。
ま
た
建
物
群
に
よ
る

高
台
ま
ち
づ
く
り
は
平
時
で

も
地
域
の
賑
わ
い
空
間
と
し

て
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
、
排
水
対
策
と
併

せ
て
広
域
避
難
の
実
効
性
向

上
を
見
込
ん
で
い
る
。

一
方
、
地
震
対
策
で
は
道

に
接
し
て
い
な
い
敷
地
の
解

消
に
よ
る
不
燃
化
建
て
替
え

の
促
進
、
規
制
誘
導
に
よ
る

不
燃
化
の
促
進
、
民
間
事
業

者
に
よ
る
基
盤
整
備
・
住
宅

整
備
事
業
の
誘
導
、
防
災
性

の
向
上
と
良
質
な
街
並
み
の

維
持
・
形
成
を
両
輪
と
し
た

密
集
市
街
地
の
改
善
、
総
合

的
な
地
域
防
災
力
の
向
上
な

ど
を
め
ざ
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
決
定
後
、
小
池

知
事
は
「
ど
の
よ
う
に
都
民

の
命
・
財
産
を
守
っ
て
い
く

か
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
示

し
て
い
た
だ
い
た
。
モ
デ
ル

地
区
で
強
力
に
実
践
し
て
い

く
。
災
害
が
忘
れ
た
頃
に
や

っ
て
く
る
の
は
も
う
過
去
の

話
だ
。
想
定
外
の
こ
と
も
想

定
し
つ
つ
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
全
力
で

臨
む
決
意
を
表
明
。
赤
羽
国

交
相
も
「
気
候
変
動
を
踏
ま

え
た
水
害
対
策
は
待
っ
た
な

し
の
状
況
だ
。
地
域
住
民
や

企
業
と
連
携
し
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
展
開
し
て
い

く
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

国
土
交
通
省
は
十
二
月
十

八
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
同

省
水
管
理
・
国
土
保
全
局
会

議
室
で
第
二
回
「
令
和
二
年

七
月
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
た

高
齢
者
福
祉
施
設
の
避
難
確

保
に
関
す
る
検
討
会
」
（
座

長
・
鍵
屋
一
跡
見
学
園
女
子

大
学
観
光
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学

部
教
授
）
を
開
き
、
避
難
の

実
効
性
を
高
め
る
対
応
策
の

骨
子
案
を
打
ち
出
し
た
。
円

滑
な
避
難
に
有
効
な
設
備
は

地
方
公
共
団
体
な
ど
が
施
設

管
理
者
な
ど
に
助
言
す
る
よ

う
求
め
て
い
る
。

七
月
三
日
か
ら
三
十
一
日

に
か
け
て
熊
本
県
を
中
心
に

集
中
豪
雨
が
発
生
し
た
。
同

県
南
部
の
球
磨
川
流
域
の
市

町
村
で
は
未
曾
有
の
被
害
が

生
じ
、
と
く
に
球
磨
村
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
十

四
名
の
尊
い
命
が
失
わ
れ

た
。
こ
の
た
め
同
検
討
会
で

は
被
害
の
再
発
防
止
へ
議
論

を
進
め
て
い
る
。

当
日
の
検
討
会
で
は
三
上

幸
三
同
省
砂
防
計
画
課
長
が

冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
骨

子
案
を
提
示
す
る
が
、
避
難

確
保
の
側
面
だ
け
で
な
く
、

福
祉
の
視
点
も
踏
ま
え
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
度

中
の
と
り
ま
と
め
に
向
け
て

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
賜
り
た

い
」
と
述
べ
た
。
ま
た
鍵
屋

座
長
が
「
高
齢
者
福
祉
施
設

の
安
全
対
策
は
保
育
施
設
な

ど
の
参
考
に
も
な
る
は
ず

だ
。
画
期
的
な
成
果
に
な
る

と
確
信
し
て
い
る
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

骨
子
案
に
は
被
災
し
た
千

寿
園
の
避
難
計
画
や
災
害
発

生
時
の
状
況
、
避
難
確
保
の

課
題
な
ど
を
踏
ま
え
、
円
滑

な
避
難
を
実
現
す
る
有
効
な

設
備
の
導
入
策
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
。

小池都知事

国交省と東京都が連絡会議

赤羽国交相

実効性を高める対応策で骨子案

三上課長

鍵屋座長
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